
ー 人 的 な 被 害

江］死亡者数・負傷者数

死亡者数 1,470人 （平成 8年l2月26日 神戸市発表）

負傷者数 3,383人 （兵庫県警調べ）

2. 

田全壊・半壊家屋棟数一覧

物的な被害と復旧状況
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区

東灘区

'1 
軸三•9

全壊棟数

13,687 

※全焼・半焼を除く（単位：棟）

で ） 

19. 225 | 39. 003 | 49. 

平成 7年12月現在

[2]ライフラインの被害

l水道I
I.水道施設の被害

水道施設の中で特に被害の大きかったのは、配水管 ・給水管である。橋梁の被害の影態を受け、橋梁

に添架した水道管が破損したり、臨海部や旧河川敷等の地盤条件が悪いところで継ぎ手が抜け出したり

といった被害が多数発生した。

一方、配水池等の構造物の被害は今回の地震の規模からみれば思いのほか少なかった。これは、

らの構造物が概ね良好な地盤に立地していたことのほか、基礎に十分な配慮がなされていたためと思わ

これ

れる。

また、今回は水道局本庁が圧潰したのを始め、庁舎等も大きな被害を受けた。そのため、情報の収集

や発信など、情報連絡網の確保が困難な状況となった。

l.上水道の被害状況

本山浄水場は、洗浄水槽のクラ ックや配水管などから漏水がみられた。住吉浄水場では被害はほ

とんど認められなかった。

送水施設では、 甲南特 l送水管で漏水が発生し、本山送水管路トンネルでは一部が圧潰し、内部

に収容した送水管に継手漏水や亀裂が発生した。

配水池の被害は軽徴なものであった。

配水管の被害件数は地区別で東部（束灘区、灘区）がもっとも多く 、六甲大橋、御影大橋、深江大

橋添架部分などが損偏を受けた。給水管の被害も西部（長田区、須磨区）の次に東部の件数が多かった。

配水管 ・給水管の修繕件数（平成 7年 8月1日現在）

配水管 1 給水管

東部（東灘区、漫区） 1 876 | ？:]：□ 1 26[：32 | 27.808 
※修紹件数は、 1カ所の被害箇所につき複数回の修繕を行った場合の件数、早期給水確保

のための仕切弁設貯工事の件数を含む。

合計
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2.工業用水の被害状況

工業用水道の施設では、導水管路、浄水場等市外にある施設のほか、市内の配水管にも破損等の

広汎な被害を受けた。特に、幹線の大口径の禅水管・配水管の漏水や、埋め立て地における地盤の

液状化による継手漏水が多数生じた。

区内の施設の被害は、送水管（森北町4•他）の漏水、本庄配水管（東部第 4 エ区）の漏水・橋

梁取付部破損、東灘配水管（東部第 2・ 3エ区、六甲アイランド）の漏水・橋梁取付部破損などで

ある。

工業用水配水管 被災状況集計表（平成 7年 6月現在）

管割れ 継手漏水 仕切弁損術 I 空気弁損傷 I水管橋損偽※

東灘区 | 9 | 26 | ll 
※橋部は損協が2カ所以上でも 1橋梁を 1箇所とした。
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3.水道局各庁舎の被害状況

水道局では、本庁が圧泊したのをはじめ、東部営業所は上部の市営住宅圧潰 (3階部分）により

撤去となった。

そのため東部営業所は、 当初は本山浄水場に本部を設置し、その後、本山親子遊園に仮設の営業

所を設置している。

II.復旧状況

通水率の推移（東部営業所）

月日 11/191 1/24|1/31| 2/7 | 2/14| 2/21 | 2/28|3/7 | 3/141 3/211 3/28| 3/31 1 4/17 
% I 12.0 I 40.2 I 48.4 I 55.5 I 11.5 I 73.o I 84.1 I 86.6 I 94.6 I 98.s I 99.9 I 99:9rioo.o 

配水管漏水修紐件数の推移（東部営業所）

月件日 1 2;: I 2;;4 | 23::I I 24;428 | 3;： I 36;114 1 3;12) | 3;028 | [:>

I下水―—道

I.被害状況

1.東灘処理場（下水処理施設）

東灘処理場は、埋立地である東部第 3エ区内に位置し、その地盤は決して良好なものではないこ

とや埋立ての護岸の崩壊などの原因により、神戸市の処理場の中では最大の被害を被り、その処理

機能は停止した。

束灘処理場 (225, OOOm1／日） 被害の概要

流入水路破壊、処理施設・建築施設の基礎杭破壊、

運河護岸崩壊、放流渠破損、 水処理設備水没と破損、

連絡橋破損、場内舗装大破

4 I 
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凡 例

水没した配菅廊

基礎杭が破塩 した施設

破塩した施設

----------
東灘処理場の被害状況

2.東部スラッジセンター （汚泥焼却施設）

東部スラッジセンターでは、東灘処理場の砂ろ過水を冷却用水として使用していたため、東灘処

理場の機能停止により運転できなくなった。
がいし

施設そのものの被害は少ないが、軍気集じん機の碍子の破損、灰出しコンベヤの損俗のほか煙道

の破損と場内道路の沈下等の被害が発生している。

3.ポンプ場

魚崎ポンプ場と深江大橋ポンプ場および向洋ポンプ場の 3ポンプ場が、圧送管路系統の支障によ

り送水できなくなった。
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4.下水道管

汚水枝線の被害の大きかった地域は、地簑による揺れが大きかった区域とほぽ一致し、東灘区で

は被害延長が大きくなっている。 しかし、下水道管路の被害状況と路面の被害状況はかならずしも

一致していない。

汚水枝線

汚水幹線

雨水幹線

汚水幹線は埋設深度が深く、能力に支障を及ぽすような被害は比較的少なかった。応急的な復旧

下水道管の被害状況（東漉区） を要するような被害があったのは、管路

幹線数 調査延長(m)被害延長(m) が落下した深江大橋水管橋である。

220.soo I 10,225 
83, 900 I 4. 500 

雨水幹線の被害分布も汚水枝線と同様

74,800 I 1. 083 

32 
151 の傾向が見られる。

5.排水設備

各家庭に設置されている排水設備は、その埋設深度が浅く、また、建物と併設されているため、

地笈の揺れや地盤の破壊などによ って多大な被害を受けた。

II.応急復旧

l.東灘処理場

処理機能は完全に停止したが、断水のため流址も少なく、雨水ポンプを用いて消毒とスクリーニ

ングのみで汚水の排除機能だけは確保できた。

復旧工事は地震の翌日の平成 7年 1月18日より着手した。水没した地下施設の漏水箇所の止水工

事、機器類の整備、流入管の管種変更、放流管の補修などの復旧工事を行った。通常の処理機能が

回復し、全流入址の二次処理を再開したのは平成7年 5月 1日であった。

一方、応急復旧にかなりの時間を要することが予想されたので、公共用水域の水質保全を考慮し

て、幅40mの運河を長さ300mの区間で締め切り、仮沈殿池を建設し、 2月 7日から簡易沈殿処理

を行い、 3月27日には運河の浚渫と汚泥脱水を開始した。運河の浚渫と汚泥脱水は沈殿汚泥がなく

なるまで、 5月 1日以降も継続し、現在ではすっかりもとの運河にもどっている。

簡易処理施設へ
（運河）

ご〉

潜埃フエ ンス 汚泥

東灘処理場仮処理施設の概要
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2.東部スラッジセンター

冷却水に海水を利用することが決定され、海水取水設備工事と海水対応のための設備工事などを

実施し、平成 7年 2月14日に仮の機能を復旧した。

海水利用に伴う施設の損街を最小限にするため｀

ており、

以下に落ちた。

3. 

3基の炉のうち 1碁のみを海水利用の運転とし

かつ 1週間運転のあとは 1週間洗浄するという工程の繰り返しのため、能力は当初の半分

このような状況で、各処理場では汚泥を極力出さないように運転していたが、限界

があり、汚泥脱水ケーキは一部フェニ ックス事業に直接処分することで対応した。

5月 1日の東灘処理場の運転再開に伴い処理水の利用が可能になり配管ルート補修を経て 6月当

初から本格運転に復帰した。

ポンプ場

機能回復のための復旧工事を緊急的に実施し、平成 7年 5月 1日にはすべてのポンプ場の機能を

回復することができた。
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4.下水道管

応急復旧工事については概ね平成 7年 5月末に終了した。汚水枝線については、東灘区内では3,002

件の応急復旧処筐を行った。汚水幹線の深江大橋水管橋は仮設配管の設置で対応した。雨水幹線は、

閉塞、損楊、土砂堆積などの応急復旧を行い、神戸市全体で417件であった。

5.排水設備

神戸市に相談や修理業者の問い合わ

せなどが殺到したので、対応するため、

神戸市管工事業協同組合に、 主に業者

紹介や相談の窓口を設置して情報の一

元化を行い、迅速な対応を心掛けた。

また、各家庭の排水設備を通じ、汚

水を公共下水道に早く取り込むため、

各戸の接続ます及び取付管の総点検

（ローラー作戦）を被災地を中心に約

12ヵ所にわたり実施した。

修理受付の状況

（管工事業協同組合、 下水道局、

業者直接受付総数）

1月 1,392 

2月 7.293 

3月 3,347 

4月 1.426 

5月 1,006 

合計 14,464 

（平成 7年 5月31日現在）

修理受付内容

（管工事業協同組合受付）

ますの破損 635 

排水管の破損 2. 145 

トイレの損倍 519 

トイレのつまり 1,215 

取付管、接続ます破損 253 

その他 355 
ノロ弓ロt 5.. 122 

（平成 7年 5月31日現在）

m.本格復旧

l.東灘処理場

東灘処理場は非常に大きな被害を受けており、相当大規模な復旧工事を実施する必要がある。運

河護岸の滑動により被災した管理本館や汚泥脱水機棟は位置を変更して建設するなど、地挺に強い

施設となるよう計画されている。

本格的な復旧工事が完了するのは、平成 9年度の予定であるが、

理場の復旧であり、何段階かに分けて実施される予定である。

これらの復旧工事は稼働中の処

？
 



東灘処理場の復旧概要

施 晉nn又. 名 復 旧 概 要

最 初沈 殿 池 流入管 耐裟性を考慮して、ポックスカルパート構造を鋳鉄管 2条に変更し、現位置に復旧

管 理 本 館 運河陵岸の滑動による地盤崩壊で被災したため、位償を変えて滞水池上部に建設

水 処 施 設
本場のエアレーションタンク、最終沈殿池全系列を、ほぼ現在の位置で形状を変えて建設

理
水処理施設建設時の処理能力低下を補うため、分場第4系列の機械、園気設備を増設

送 風 檬 室 本場水処理施設復旧に併せて、その覆蓋上部に建設

脱 水 機 棟
運河護岸の滑動による地盤崩壊で被災したため、位骰を変えて現在の本場水処理施設6、

7池付近に建設

砂ろ過施設浮上濃縮槽 現位置で撤去、復旧

発 霞 横 室 塩素混和池上部に建設

運 河 護 岸 現在の護岸を補強して復旧

庸 気］

I.主な被害と復旧状況

項目 （被 害 設備等） 被害数 被 ゴロ 状 況 等 復旧状況

停雀軒数 （発生当初） 中央区、灘区、東灘区全域にお 東灘区は1/22

（東灘区およぴ中央区 24.2万軒 いて停電 応急送電完了

のほぽ全域、灘区）

電柱 約 H 8. 3月末

（束灘区および中央区 4.000本 折損傷、倒壊、傾斜などの被害 復旧工事完了

のほぼ全域、灘区） ※ 

東灘ガスタービン
1箇所 貯油タンク基礎杭露出など

H 8. 6月

発霞所 復旧工事完了

※ほぽ復旧工事を完了しているが、一部の設備については道路の補修や街づ くりに合わせて進めていくこと

としている。 これらについても安全上問題がないことは十分確認している。

8 | 



II.関西電力管内における停電軒数の推移

153時間（昼夜をとわない応急送電）

［万軒］

300 

「250・'!'260(6:46埠霙痒生）

200 

停
電
軒
数

150 

100 

50 

゜

100(7:30) 
50(20:00) 

40 (8:00) 

¥3.2（14:00) 

(6:00) 
I 

21 ( . 
ー、~ . ~ -、 I

13:00) 

(18:00) 
5(9:00) 

4(1,S:OO)』

不在Pま屋U損などにより ．
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〈、ほとんど0お客さまに
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.,, 
0.2(9:00) 

2(9:~0) ¥ 
1.5(13:30) }5~13:t 。 (15:00)

1/17 1/18 1/19 1/20 

日時

1/21 1/22 1/23 

東灘区の停電状況の推移

① 

1月18日

8時現在

④ 

1月21日

9時現在

② 

1月19日

7時現在

⑤ 

1月22日

9時現在

③ 

1月20日

6時現在

⑧ 

1月23日

9時現在

ヘ
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Iガ ス1

I.被害状況

被災状況の調査の結果、泉北・姫路 ・北港の各製造所や高圧幹線、 ガスホルダーには被害がなく、

中央司令室やコンピューターセンターなどの基幹設備に異常はなかった。

しかし、中圧ガス導管には被害があり、低圧ガス導管にも大きな被害が発生 していた。漏洩した

ガスヘの引火等の二次災害を防止するため、 17日午前11時30分、特に被害の大きい神戸市、芦屋市

の一部のガス供給停止を決定した。その後、供給停止地域を順次拡大し、神戸市や阪神地区を中心

に約834,000戸のガス供給を停止した。

についても、

また、大阪市、豊中市、尼崎市、伊丹市の一部約23,400戸

ガス導管の損壊箇所からの差水等により供給が停止した。以上、合計857,400戸のガ

ス供給を停止した。東灘区では全域停止となった。

II.復旧するまでの代替エネルギーの供給

供給停止地区の病院、学校、福祉施設などの公共性の高い施設に、

移動式ガス発生設備などに より、代替エネルギーを供給した。

カセ ットコンロ、 LPガス、

一般の家庭には供給停止地域の地元自治体や 自治会を通じて、約18万台のカセ ットコンロと約117

万本のボンベを提供した。

また、大阪ガス（採の敷地内や避難所などの合計30カ所に、仮設風呂、仮設シャワー、車載型シャ

ワーを設置した。

被災者向けの仮設住宅には、 プロパ ンガス業界と協力して LPガスの供給を迅速に行った。

（戸／日）

5000 
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゜

-- 1［ガス復旧経過（東灘区））

一当日復18戸数
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皿復旧状況

ガス供給は、製造所から高圧幹線、中圧ガス祁管を経て、低圧ガス導管で各家庭に供給される。

復旧作業はガス供給の流れに沿って上流側から行った。今回の提災では製造所、高圧幹線に異常

はなかったので、

取りかかった。

まず、中圧ガス導管の点検・修理を行い、 その後、低庄ガス導管の点検・修理に

中圧ガス導管については、導管、建物道路の被害状況などを勘案して、順次作業を実施し、平成

7年 2月24日に復旧を完了した。
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低圧ガス導管の復旧作業は、供給停止地区を約3,000-4,000戸単位のプロックに区分けし、

プロックを原則的に4~ 5日のサイクルで行った。

ー

ガスの供給を停止した約857,000戸のうち、約152,000戸は家屋の倒壊や焼失により当面のガス

の使用が見込めないと判明し、 これらを除いた約705,000戸について復旧作業を進め、瓦礫の堆積

による道路封鎖などのため復旧作業に取りかかれない一部を除いて、平成 7年 4月11日、復旧作業

を完了した。

| N T T I 

通信施設の被害と回復状況

今回の兵庫県南部地挺 （阪神・淡路大簑災）は情報化社会になってから初めて経験する大都市の

直下型地鋸で、兵庫県を中心に未曾有の大災害をもたらした。電気通信サーピスもこの被害を免れ
ふくェ．｝

ることはできず、設備被害と共に過去の被害のいずれも上回る通話の輻軟（通話量が回線設備容量

を上回り新たな通話がかかりにくくなる状態） という事態に直面した。

本裳災では、加入者系通信ケープルは、 193.400回線（うち神戸市121.950回線）が被害を受け

たが、家屋倒壊等により早期のサービス復旧が困難なものを除く約10万回線の故障については平成

7年 1月31日にほぽ回復した。 また交換機は商用寵源の停止とバックアップ軍源の損壊により、東

灘区では59,000加入が故障したが、移動電源車の出動などにより、 1月18日午前中までに回復した。

1月17日には全国から神戸方面に対して通常ピーク時の50倍、 18日には20倍程度のコールが集中

し、輻穀が発生した。

輻鞍中は重要通信の確保と被災地域からの発信を確保するため通話規制が行われたが、急逮回線

増設等を実施したことにより、 1月22日からは全国的な規制はなくなった。

通信確保のため、衛星車載無線局等により、避難所を中心に特設公衆電話機約2,800台 (FAX

約350台含む） を設置し、緊急通信等の確保に努めた。

なお、東灘区では特設公衆電話機35カ所、 162回線（平成 7年 1月28日現在） を設置した。

11 



Iごみ処理 I
I.被害状況

束クリーンセンターが被災し、家庭ごみの搬入が

ストップした。東クリーンセンターの被害の程度は

大きく、運転再開は平成7年 2月に入ってからとなっ

た。

裳災によりごみの総排出撮が増大し、道路の寸断、

交通の大渋滞と併せ定曜日に関係なく、荒•生ごみ

の区別もなく出された。 また、布施畑、淡河処分地

への道路が大渋滞となり、市直営車もこれらの渋滞

に取り込まれ、収集効率が極端に落ちた。このよう

な状況の中、市内至 るところで大量のごみが歩道は

言 うに及ばず道路をも塞ぐ状態となり、復旧の妨げ

となった。

II.復旧状況

市街地の事業所では職員自身が被災しており動か

せる車の台数が少ないため、当面は家庭ごみを中心

に収集をし、荒ごみについては、通行上の支障のあ

るもの、緊急を要するものには極力対応することと

した。

家庭ごみについては、 2月上旬に概ね全事業所が

定曜日に戻 ることができた。荒ごみについては、震

災により総排出量が極端に増大し定曜日に関係なく

束クリーンセンターの被害状況

施 ラn又几 能 力 690 t /8 (230 t x3) 

竣 工 年 月 昭和50年 5月

プラント やや大

被害の度合 建 物 大

屡外関係 大

①計屎器故節

②助燃バーナ用灯油

プラント
タンクの傾き

③放流水配管破断

④特高引き込みケープル

地盤沈下による損傷

①煙突ひぴ割れ

②玄関ひさし変形

被害の概要 建 物
③ごみ積出場破損

④食堂一部破損

⑤投入ステージ鉄骨

プレス曲がり

①構内全体に40~50

cmの地盤沈下

屋外関係
②護岸沈下・lmずれ

③上水•エ水埋設管破損

④土問下排水管破損、

便所浴室使用不能

貨； 話 1 /17 

引き込み 籠 気 1 /19 

関係復旧日 ガ ス 4/30(I /29:灯油）

上水道 2/19(4/12:エ水）

運転再開 El 2/20 

出される状況の中で、道路の寸断、交通渋滞と併せて、通常の手段だけでは対処できない状況であっ

た。他都市をはじめ、多くの方々の努力の結果、概ね 3月上旬に定曜日に戻ることができた。

大量に出る荒•生混合ごみを速やかに撤去するため、ごみの仮置場を設けそこに集租し、 中継車

により最終処分地に搬入した。東灘区は東クリ ー ンセンターの隣地を仮置場とし、そこから不燃系

ごみを環境センターに搬入した。 1月から 3月までは淡河環境センター、 4月以降は布施畑環境セ

ンターヘ搬入した。

| 1 2 | 



[3]公共施設の被害 （平成 8年 2月現在）

施設名 {-I:．所 損壊状況 施設閉釦期間 避難J所手IJ/1]拇ll:u 被‘,r;:領（概19:） 現在の状況“れ1/.
その他

巣灘区民センター 1t,Ii束町5-l-16 ・部iil壊 7 /1/17-8/4/1 なし1 222.975.000 令体1月館 0 8年 4JJ 2 I」から

被害状 況・外糾照1(11バネルが数枚格―F、外消の破損・沈ド。
令l(Ii再開。

被害状況・内装 4階（収クラック、床タイル・,lpJれ、 AJH各ド）、 5~7陪 （峨クラ ック、床タイル；刊れ、

算台XJt浴下、算台反射板破損、フローリング波打ち、水fli)、8~9階（収クラソク、
床タイル冽れ、 ドア敲川）。

東灘図¥!t釦 岡本1-7-3 濯暉 7/l/17-7 /4/27 なし1 10.244.845 全体開館 89 

被害状況・外観外整にffl.裂、非常階段に一，，甜JI壊、ガラス窓にひぴ・,'Illれと破ill。
被？t状況・内装 2階（事務名・児沢＊．に内祁((L裂、 lIF架一部破り0l、,It架多数悧壊）、 3階（低丙架倒埃、

i'＂物散乱 ）。

御影公会堂 御彩イ祁IJ4-4-I •iMll壊 7 /1/17~ 8 /3/31 ありI1117~12/26 13,724.000 '1i務所のみ 0 8年 4月 ］IIから
i'H用。 1階ホール

被古状況・外観外様にれ裂、ほか潤介rlI。 は 8年 5}-I l IIか
披占状況・内装 全鉗（便所給排水行、井）I水IIJポンプ、 乍潟復器、人）いiti¥'.;灯、ガス配1f、その他屯気設 ら。

偏、衛生設偏に破損。

住之江公民館 住吉宮町2-2-3 ー副暉 7 11117~ 8 /1/31 あり |l/20-9/17 6. 300. 000令体I印館 20 

7 年児'¥{9.教JJ161f351月スJll0を。ポ1再161 l文A8片I。化年にツ系系3 2 7 被害状況・外観 敷地側溝に几裂、守瀾JlJ室外慌が煩く 。
被rg状況 ・内装 1階（ヘアークラ ックが多数兌II:.）、 2階（体付屯の床が沈ド、火Jtの祝灯の覆いが浴 t 教)ii3 i 1L1HI 用。-卜＼喋(Tijにヘアークラ ック）。

小錢記念美術飢 向汗．IBfrJ15-7 糾 暉 7 /l/17~ 7 11012 なし1 60,000,000 全体1用館 JOO 建物修紹9よ完 r。
玄i関前や駅からの

被1f状況・外観 ムIJIJ前敷石部分の陥没・段淡、アト リエ人屎根の瓦のゆるみ、 外↓＼いタイルの爪裂． 通路は現在も袖修
被‘占状況・内装 I,'1廊部分の床石 ・収1紺タイルの爪裂、コンク ，)- 卜1作の(Cl.裂、雨油り。 r:・Ji中。

世且美術館1 御影町御影字城の1前14一叩暉 7 /1/17~ 7 /2/28 なし 1 全体l用館 70 7年 4月16n以降
76 各種コンサートを

被屯状況 ・ 外観 尻J:.~}j水部に角裂。
開催している。

被］’け状況・ 1勾装 漑↑小。

白伯美術館 11乱illl手6-1-l 一部損壊 7 /1/17~ 7 /)0/16 なし1 106,600.000 令体1月鉗i 300 7 1FJOJJ 1711カヽら
12Jl !ORまで復典

被害状況・外観 美術館‘lt務所会議杢棟の •部、茶＊、 収蔵川｛屎根Jii壊。 収蔵川（の十．喉J;i俗、本館艇iた杢 ，記念展。現在イり期
外携・ H· コンクリート崩壊、 几裂。 中庭中央 11f銅製女J1•'，が令て例壊。 庭に地渭れし段 殷を1月催"'。
淡。敷地様界石hiが一祁／iii洛。

被古状況・内装 殷示i1棟全階Jし照明シャンデリア／ii埃、｝ぷ1f1iフローリング陥没、鉄屈鉄窓が内1!1J・破祖、
渡り廊 Fl陪1(1iにfn裂、 ‘It務J所棟！照1!I]シャンデリアがJii戌、地ド屯戦が断裂、各；I：：卜I（とも
9,}棚崩壊。

芥？t笈術釦 御彩町郡家F石野285 半壊 7 /1/18~ 7 /9114 なし1 1,538,412,000全体開館 l00 令f•I必術館会議の
総合報告，渭介より。

被害状況・外観 l辺i塀のJ，引囲600 メートルが1りi壊。 附属の H本家展、茶屯が‘l'•壊、附属のt料館が‘ド壊と
・部捐壊。収蔵hl（が半壊。

被布状況 ・内装 文術館のガラス破fll（殷示屯）、火）t-の通気iL浴凡仏｛象が破損。

菊正；；項洒造記念館 魚給州町1・・9-1 全祓 7 /1/16-7 /8/31 なし1 1.000,000,000 祁分営業 60 ・部股ホ場所（参

被方状況 ・外観 全坂。
考屯）で開館。

被害状況・内装 全壊。 ただし酒造）廿具類は90%J•1I収。

白鉛酒造汽料負1 11;,Wii町4-5-5 全壊 7 /1/17- なし1 木走 楼能倅止 0 8年 3月1涌祓上屎

被害状況・外観 IiU蔵中央部大松根がl,i裕、 2階1ぷ部1bl洛、 1階杵倒壊、 1iu蔵 ・人蔵ともに北）ii{,)に傾 く。
のみ卸II。

被古状況 ・内装 ，ji/蔵 1階で4いが崩壊、コンクリート1,!<に紅裂、展ぷ物の多くが倒壊、 ,iii蔵 2階で題4{
（コウジムロ）の米の籾が散乱、殷示物にkJtの 1：が格卜．、人蔵 2階で床が地1/1iに1,,Jかっ

て傾斜。

"南沢汽料負1 御彩塚町4-4-8 全壊 7 /1/18~ 8 /11／ヤル なし1 よ定 襟能仰II・・ 〇現在本／，りの再建汁
両を推進中。鉄筋

被古状況 ・外観 全壊。鉄筋2階建別館が屈礎移動 ・fC!.袋、 木造 2階建が令壊。 別館を修復し｀ 召
被‘，い状況・内装 保1f-打科等の多数が収 りだしィ<1JI。 料館として、現駐

ll（楊に新小光店を
建設する (8年 5
JJ-10月）憩の広
場や人「．の流れ、
ll本庭園をつくり
やすらぎのあるス
ペースを設ける。

福し弓酒心館 御影石町J-3-3 全壊 7 11117~9/11130 なし1 93,000.000 :Jヽ務所のみ 0 9年 3月を1:1途に
而造［楊を新設。

被害状況・外観全壊。 謁辺を酒テーマパー
被害状況・内装 尉房食器類が‘ド分破祖、山氾J1知が‘,..分以 I'．破川、殷ぷ器の令て破狽、 {I器類全て破iil。 クとして格偏予走。

9年12I)全館オー
プンをll指す。

ー．

東
灘
区
内
の
被
害
状
況
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施設名 仕所 iii域状況 施設閉鋲期liu 避難）所利JI:1期liu 被•,If額（概”:) 災化の状況 ＂恥む その他

神F滴船大学海J-）i深江南町5-1-1 ttili壊 7 /1/17~ 8 /4/30 なし1 60,000.000 ・Ji務所のみ 0 8年 5JJの曲飢に
汽料館

被・g状況・外観岐miに細かいひぴ',ljljれ。
向け悠紺II』。

被害状況・内装 固定陳列ケースが移勁。陳列ケ＿スの転悧破1JI、).1Rぷ打科の破AI。

神）7深江生活文化 深江本町3-5-7 遵 il壊 7/1/17-7 /10/2] なし1 2,000,000 令体l用館 80 
史料館

被苫状況・外観 Fl、r．った被苫なし。
被害状況・内装 1 階（殷ポケースが破損、 1.tと9J；物散乱、，＼t架の多数が悧壊、 ，＂行が赦舌L) 、 2 階 (J..:.~/

ガラスケースが破川、復元校芍・迫跡・ 1•• 器等打科の多くが破損）。

神戸カメラミ ュー 御影町郡家字 1こ山田 被‘，りな し 7 11117~ 7 13131 なし1 〇全体IJII館 56 7年 4)J I 11か ら
ジアム 105 -201 6 }l30Hまで 1：日

被｝り状況・外観 ほとんどなし。
祝営業。 7年 7H

被害状況・内装 収蔵hluりの収而に一部にひぴ祁jれ、ケース内殷ぷカメラの数点が沐ド。
I II全体l月鉗i

侮松庫 住吉東町1-6-50 ・部UI域 7 /1/18~ 7 14/27 なし1 419,000 全体開館 50 

被~!f状況 ・ 外観被．Itなし。
被・g状況・内装 1階、 2階とも収面にひぴ割れ，

兵卜じ県立健庫セン l}l中町5-3-20 一部i}l域 7 /1/17-7 /6/16 あり 1l/)7~8/20 299.316.000 令体1用館 60 7年 6Hl7IIから
ター 風，，・',.シャワーの

被‘占状況・外観 外岐タイル部に・部剥Jff,、その他多数ひぴ割れ、 y.;ll!J庭淋分にk,（1没‘.(i)，＇：：の破祖 。 み1'｝叫 7年 7JJ 
被1f状況・ 1)..J装 地階懐械系統の配符接続部の多くがnl壊、 受水楕損ば、 •J~務i仕剃付求Jしに引壊、コイン I IIからプール・

ロッカーに名阻U壊、検在＊，じ棚出壊、コンピューターシステム破ill、体甘ホール隈1fii トレーニングルー

割れ、その他ひぴ割れ、fil壊多数。 ム・ランニングデッ
キを再l片J。 7年 7
J J 7 11から体廿n:1
を1li1月。 7年 9)1
111から令館再閲。

此灘体介飢 魚蛤南町6-5-11 部 暉 7/1/17-7 /12/21 ありi1117-12/14 令体IJIJ館 82 7年12))22日から

8年 1Jl3lllまで
被古状況・外観 エレベーター棟との接萩部にfO.裂、体介＊非常階段の接介部へ（U裂、敷地閥辺の開消・ 学校のみ利｝lJ。 8

花坑に段弟。 ，，f 2 JI 1「Iから一
被害状況・内装 競技場のJ照明設偏裕ド、喉潤設協の破糾、 •J(粉名放送設佃の配線イサJ_込。 般にF柑り。

新神）ゴ大プール 深江浜町59 、ド壊 7 /1/17- なし1 500.000.000 復能i''f1I・. 0 11}開のII途なし。

被‘，り状況・外観 プールアルミ底板・プールサイド・岐lfli・ J,'/1辺近路にクラ ック、アル ミ底板ドが地盤沈
ド、 •Jt秒1所及．ぴ東側トイレが頼斜。

被害状況 ・内装 ロッカー杢尉漏り、閃械杢液状化。

束灘文化会館 代、！i宮町2-1-3 •部ifl壊 7 /j/j7~ 7/9/2 あり 1 1/17~9/2 3,280,000 全体IJIJ館 100 11,i丙文化訥桜の,,.

被害状況・外観 東側人11狐がii.1也、窓ガラスが破祖、敷地J胡辺辿路の祖似、 l"J柱の損戌、西側プロ ック
閑は 7年 9月 1[I 

塀の側壊。
から。

被害状況 ・内装 1階（スチール扉の損岱、廊 F咽にクラ ック 、IW館と北館の況に段淡）、 2階 （南館と
北館の校に段淡、廊卜飛tlli等にク ラック、人会議水．ドアチェ ックにill伯）。

市立中央病院附属 魚崎1ド町4-3-18 ・澤ill域 なし1 6,000,000 全体IJIJ創I 80 姦災初IIから開鉗I。
束灘診杖所

被苔状況・外観 煎面に1fT-のf0裂のみ、建物周圃の側消・スロープ・駐,1湛H"J屈．塀咋にiil壊。
被1f状況・内装 漏水、隈面の几裂・剥離、 Pタイルの破損。

束灘区総合1が令 仕古束町2-3-28 f闘i域 なし あり 1 1/17~3/5 73.000.000 全体l;;J館 JOO 

被害状況・外観 ／i二令のガラスが I・枚程度のH邸ですんだが、 iしいとか／木に多くのf£!.裂が人り、特に 1階西
外側がひどい。また 1階の・祁枕 (4"'程度）にも人きな(U裂ができる等のiII‘,1}があっ
た。建物の東西）:iiiりのIl決部から西側が少し沈んだためか、各階の増築部分では令体的
に 3cmほど沈んでいる。玄l月の北側では油装が割れて沈み、掲ぷ板の祁分では擁収が西
側に杉いてしまった。 J j令へのガス竹が誦装が割れたため軍Il1 した。 19•1様に｝jイ令西側の
進入路（斜路）の擁限も西側にばいている。

被‘,'：状況・内装 展 1-.:冷1j}復の冷却格が店礎ごと移動したり、 il1火栓JIJ給水タンクの枯礎が壊れた。堺
屎の内外の携には多数のク ラックが発'I;．した。 3陪：床． I陪に多数のクラ ックが発生。
窓が 1カ1所洛ド した。 総務，裸の1対窓枠に歪みが発'I:。 2陪：床・収に多数のクラ ックが
発Il:.otfhl［の棚が破ill。 1階： I木・岐に多数のクラ ックが発Ilio福祉'lけ務所の1甘北のIll
人11のが卜に歪みが兌I('.し、加が閉らない。即築祁につけたシャッターが勁かなくなった。
保健所西収・柱に人きな破損が兌生し南111人11が閉らない。水辺行が破り1し油水した。
地階： 床・境に多数のクラックが発牛。北隙から地ド水の滲人。空潤慌器の耗近内の耐
火レンガが柑下。

束灘抒察抒 御彩巾町2-3-2 部 ill壊なし なし| 12,700.000令体開館 100 その他、父番、井

被害状況・外観 外整I(iifu裂 (W舎、 !Jlj飢） 、外J渇コンクリ ー トプロ ック塀の破損、 l:IIUコンクリー ト頷
lと公令、束灘衣等
について半壊． ． 

装爪裂。 淋fi1壊の被；If発Il;
被害状況・内装 1~5階（内猥l(Iif0裂）、 1~2階 (Iぷ1fiif£l.裂）、 4陪近場で人片破祖、 4階史衣名で叶 あり 。総額約800

破捐、俎気設伽破狽、宅潤設俯破iiI。 )j I’.J。

被害額（概鉢）＝単位：円
稼働状況＝ （％）対前年度比
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④交通機関の被害

|J R| 

・被害状況

田中町で盛り士が沈下・陥没、住吉駅では上下ホームが崩壊、御影町では高架橋げたが落下し橋脚．柱

が破損した。

・復旧工事

高架橋は帯鉄筋を増加させ、鋼板で周囲を毅って強化した。

・復旧状況及び代替輸送

2月8日、住吉～芦屋間運行再開。住吉～三宮問、代替輸送バス運行。

2月20日、 三宮～灘問運行再開。住吉～灘間、代替輸送バス運行。

4月 1日、住吉～灘間運行再開。全線開通。

I阪急電車I
・被害状況

ー
．
東
灘
区
内
の
被
害
状
況

岡本駅～御影駅間2.2kmのうち中庄屋架道橋から住吉川橋梁に至る約550mの区間で、 もたれ式擁壁（無

筋コ ンクリート、最大高さ約 8m)が線路方向に800mm、線路横断方向に1.500mm最大傾斜し損壊した。

・復旧工事

既設擁堅約55.000吋を撤去した後鉄骨の構台を設骰し、その上に軌道床板コンクリートを打ち仮復旧を

図った。その後、発泡モルタルを中埋め材としたRC構造のU型擁壁構築にすることによって耐箆性を

高め、本格復旧。復旧に際しては、景観への配厖から擁壁に化粧型枠を採用したり植栽を施すとともに、

擁壁構築後の残地を利用して側道の歩道部分の拡幅も合わせて実施した。

・復旧状況及び代替輸送

2月13日、 王子公園～御影問運行再開。御影～西宮北口間、代替輸送パス運行。

4月 7日、岡本～夙川問運行再開。御影～岡本問、代替輸送バス運行。

6月 1日、御影～岡本間運行再開。

6月12日、夙川～西宮北口間が運行再開、全線開通。

I阪神 電

・被害状況

軍］

石屋川駅付近の盛土区間、石屋川車庫が崩壊した。

・復旧工事

石屋川駅一仮設で運用していた石屋川駅の本設工事が、 3月 3日から使用を開始した。新駅は従来の相

対式 2面ホームに代えて、島式の 1面ホームとし待ち合い室を新設し、改札室は道路を隔てて約20m東に

移設。

石屋川車庫ー 7年 4月末に解体・撤去。6月、跡地で新車庫の建設工事に着手。柱と梁は鉄骨造とし、基礎

には杭及び地中梁を設けて耐徒性を強化している。

・復旧状況及び代替輸送

8年 3月20日使用開始。

1月26日、青木～甲子園問運行再開。青木～三宮間に代替輸送バス運行。

2月11日、御影～青木問運行再開。御影～三宮問に代替輸送バス運行。

6月26日、西灘～御影間運行再開。全線開通。

六甲ライナー
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・被害状況

全区間にわたって被害を受けた。住吉駅と六甲大橋南側の六甲アイランド取り付け部では完全に落橋し

た。

また、住吉駅では駅舎建築物の 3分の 2が、改築が必要なほど大破。東部第 2エ区では南魚崎駅へ続く

歩行者デッキのエレベーター棟が傾斜した。橋梁の支承の損傷が全体にわたってみられ、全数の約 4割

が何らかの損傷を受けていた。

・復旧工事

橋げたは、コンクリート製の部分を鋼製にするなどして自重を軽減するとともに、ほとんどの橋梁の桁

と柱の接続部等を補強した。基礎の損傷したものは、基礎幅を広げて新たに杭を打ったり周囲の地盤を

固め安定を図った。

・復旧状況及び代替輸送

1月24日、御影本町 3丁目～アイランド北口問代替輸送バス運行開始。 (1月30日阪神御影南口～アイ

ランド北口問、 2月 8日本住吉神社前～アイランド北口問に路線変更。）

4月10日、臨時旅客輸送航路南魚崎～六甲アイランド問運行開始。

4月14日、 六甲アイランド島内連絡バス運行開始。

5月12日、アイランド北口～マリンパークで折り返し運転。魚崎～六甲アイランド問代替輸送バス路線

新設。

7月20日、魚崎～アイランド北口運行再開。代替輸送バスは本住吉～魚崎間のみに。

8月23日、住吉～魚崎間運行再開。全線開通。

神 戸 市 バ ス

・被害状況

7年 1月17日、東灘区内市バス全路線欠行。魚崎営業所は施設に軽微な被害があったが、車両には特に

被害はなかった。

・復旧状況

19系統一 1月25日から通常路線を不定期連行。 4月15日から通常運行。

30系統一 4月10日から路線を短縮、 一部変形して不定期運行 「本山駅前～新神戸大プール～東灘高校前」。

31系統一 1月20日から路線を短縮して不定期運行 「森北町～渦森台」 1月28日から通常路線（一部迂回）

を不定期運行。 4月10日から通常運行（渦森団地内で一部迂回）。

34 ・ 35系統一 3月13日から路線を短縮・ 一部変形して不定期運行「森北町～阪神御影」。 5月29日から34

・ 35系統に分離。

34系統「森北町→本山駅→魚崎中学校→阪神御影→岡本 9→本山駅」35系統「森北町→本山駅→岡本9

→阪神御影→魚崎中学校→本山駅」。 8月16日から35系統のみ通常路線を不定期運行。

38系統一 2月 7日から路線を短縮して不定期運行 「阪神御影→渦森橋」。 2月28日から通常路線 （一部

迂回）を不定期運行。 4月10日から通常運行（渦森団地内で一部迂回）。

全系統開通6月22日。
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困］ 土木関係施設の被害

土木事務所では、徒災後土木関係施設の被害調査を実施するとともに、区民通報の対応が当面の仕事

となった。

区民通報の記録は、

るものである。

1月27日以降のものによるが、 このデーターは詳細な被害調査と見ることができ

このデーターは未だ整理途上であるが、 3月26日までの処理状況は次のとおりである。
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表ー 1 通報内容及び処理状況

通報内容 1,256 

A 道 路 778 

B 河 J l l 81 

C 公 園 39 

D 宅 地 175 

E 斜 面 39 

F その他 144 

欠 番 14 

(No. I ~No.1.270 7年 3月26日現在）

処理状況 1,256 

1他者対応 139 

2家屋、街灯等 288 

3対応済 192 

4応急指示済 386 

5応急未指示 185 

6対応未確定 66 

7欠 番 14 

備 考

1他 者対応 ：河川、六甲砂防、 上・下水道、 NTT、

関西霞力、 J R等

2家屋、街灯等：家屋撤去、ガレキ撤去、街灯切れ、宅地

等各班対応

3対 応 済：支障無し、相手連絡済等

4応怠指示済 ：舗装、 1111J溝、 公園等応急工事業者指示済

5応 急 未 指 示 ：舗装、側溝、公園等応急工事業者未指示

6対応未確定：対応方針未確定

土木関係施設として、 ここでは道路、河川・砂防施設、宅地、公園についてとりあげる。

(l) 「阪神・淡路大捉災一神戸市の記録1995年ー」より

区内における道路の中で顕著な被害は阪神高速神戸線、湾岸線、

道路の被害

ハーパーハイウェイの高架道路の被

害であった。

特に阪神高速神戸線の深江付近のビルツ工法による単柱橋脚の倒壊 (L= 635m) 

ある。

は、最も象徴的で

また、 神戸市が管理する国道・県道・ 市道においても、亀裂や段差、舗装の損傷が区内全域に多数発

生した。

このうち、区内の幹線道路及び区画道路の被害状況は、次のとおりである。

表ー 2 幹線道路被害状況l

全面通行不可能（全幅）路線

番号 路 線 名 被 害 状 況 復 旧 状 況

1 深江浜町 1号 線 道路欠壊（深江大橋） 橋梁完了 (2車）取付部施工中

2 魚 崎 幹 線 " （東魚崎橋北） 通行止

3 99 

" （ ’’ 南） ” 
4 魚崎浜町 1号 線 " （陥 没） 完了

5 ” 家 屋 倒 壊 等 完了 （半帽ー関電柱）

6 山 口住吉 線 ” （生協ピル ） 生協で撤去予定

7 弓 場 線 ’’ (J R 桁） JRで施工中

8 山 麓 線 ” （高羽阪神） 23日より供用（半幅）， 灘浜住 吉 川 線 道路欠壊（高羽橋の北） 完 了 (1車）

7年 3月 26日現在

1? 



表ー 3 幹線道路被害状況2

7年 3月 26日現在

路 線 名
全面通行不可（全幅） 一 部 通 行 可 （片側 ） 通行可

家屋等 道路欠壊 家屋等 道路欠壊 段差亀裂あり

深 江浜町 1号 線

゜
I 

゜ ゜ ゜魚 崎 幹 線

゜
2 

゜ ゜
6 

魚崎浜町 1号線 I 1 2 

゜ ゜魚崎 甲 南線

゜ ゜
5 

゜
l 

野 寄 線

゜ ゜ ゜ ゜
4 

本 山 御影線

゜ ゜ ゜ ゜
2 

住 吉 幹 線

゜ ゜
1 

゜ ゜山 口 住 吉 線 l 

゜ ゜ ゜ ゜束 御 影 線

゜ ゜
］ 

゜
I 

弓 場 線 1 

゜ ゜ ゜
4 

鳴 尾 御影線

゜ ゜
， 

゜
2 

山 手 幹 線

゜ ゜ ゜
1 1 

灘浜住 吉 川 線

゜
I 

゜
2 ， 

山 麓 線 1 

゜ ゜ ゜ ゜メロ 計 4 5 18 3 30 

※ 2級市道以上

表ー 4 区画街路被害状況
（単位 ：箇所） 7年 3月26日

悶もク 区画道路全数
全面通行不可（全幅） 一 部通行可（片側） 通 行 可 河川

家屋・俎柱等 道 路欠壊 家屋・ 籠柱等 道路欠壊 段差・ (11裂あり 支障なし 渡岸欠壊

1 
(35.2%) 

162 58 

゜
42 

゜
5 57 

゜2 
(57. 5%) 

179 31 I 13 

゜
31 l03 1 

3 
(23. 7%) 

203 67 

゜
65 2 23 46 2 

4 
(29.8%) 

299 130 

゜
45 

゜
35 89 

゜5 
(45.0%) 

209 57 

゜
34 

゜
24 94 

゜6 
(23.2%) 

155 56 3 24 

゜
36 36 2 

7 
(46.2%) 

314 123 

゜
32 I 13 145 1 

8 
(56.6%) 

83 15 

゜
17 

゜
4 47 3 ， (58.3%) 

254 43 

゜
46 2 15 148 2 

10 
(30.8%) 

315 114 

゜
98 

゜
6 97 6 

11 
(37.2%) 

145 19 1 6 2 63 54 

゜12 
(42.9%) 

119 53 

゜
15 

゜ ゜
51 2 

21 
(71.5%) 

277 I ， 7 5 57 198 

゜22 
(82.6%) 

258 ， 8 16 

゜
12 213 

゜23 
(87.8%) 

656 7 13 22 12 26 576 8 

合計
(21.6%) (1.0%) (12. 3%) (0. 7%) (9.6%) (53.8%) 

3.628 783 35 482 24 350 1,954 27 
※1六甲山は除く
※2 ( ）内は構成比を示す
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僑梁の被害は、土木局が管理する2,170橋の内、何らかの被害を受けた橋梁は74橋であった。区内で

は、特に臨海部の工業地帯を形成している東部第 2・ 3 ・ 4エ区と市街地を連絡する橋梁すべてが大き

＜損傷した。

表ー 5 区内の道路橋梁の主な被災状況（神戸市管理分）

名 称 所 在 地 被 災 内 容 備 考

甜 羽大橋
東灘区御影塚町 3 橋長 L =58.6m 

架替
（市道灘浜住吉川線） 橋台杭頭座屑、桁移動

御 影 大棺
束灘区住吉浜町 橋長 L=3l.8m 

架替
（市道御影浜町 2号線） 主桁端部破損、橋台基礎破損

魚 崎 大橋
東灌区魚崎南町 3 橋長 L =42.0m 

架替
（市道魚崎浜町 1号線） 橋台破損、主桁移動、橋脚傾斜

東魚崎大橋
東灘区背木 1 橋長 L =64.8m 

架替
（市道魚崎浜町 6号線） 橋台傾斜、梢脚ケーソン基礎と柱との接合部が座屈

深 江 大橋
東灘区深江浜町 楕長 L = 131.4m 

補修
（市道深江浜町 1号線） 梢台破損、橋台パラペッ ト剪断、横桁破損

ー
．
束
灘
区
内
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被
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(2) 河川・砂防施設の被害

区内の河川の多くは掘り込み河道であるため、 これら石積護岸がよく強大な地誕に耐え、護岸の局地

的な被害は各所に見られたが、大きな延長にわたっての崩壊はあまり見られなかった。

一方、道路下に建設されたトンネル河川は、地下構造物なので、今回の誕災による被害は少なかった。

二級河川については、 10河川で被害があった。

被災状況は次のとおりである。

表ー 6 二級河川の被災状況

河 } l | 名 箇所

白no・ 梢 JII 3 

要玄 寺 川 2 

天 上 JII 6 

西天 上 川 3 

住 吉 JII 8 

西 鎖 JII 2 

天 神 JII 5 

石 屋 JII 4 

新 田 JII 2 

高 羽 JII 2 

準用河川・将通河川については、宮谷川(3箇所）・背谷川

(3箇所） ・鴨子ケ原川 (1箇所） で被害があった。

砂防施設関係では、砂防施設・地すべり防止施設・急傾斜

地崩壊防止施設等で被害があったが、流路工施設を除いて、ク

ラックが入る程度で設備を損傷するようなものではなかった。

表ー 7 砂防関係施設被災状況

事 業 名 事 業 主 体

砂防事業 建設省六甲砂防工事事務所

施設名

稲荷堰堤

西谷川護岸

場所

森北町

住 吉 山 手

被災状況

堰 堤 に ク ラ ッ ク

護 岸 に ク ラ ッ ク

19 



(3) 宅地の被害

被災状況は、大半が宅地造成等規制法が施行される以前に造成された宅地の空石積であり 、崩壊・は

らみ出し・亀裂及び盛土地盤の地割れ等の被害が出ている。

表ー 8 宅地被災状況

7年 8月末現在

被災宅地
改善勧告件 数

（改善要請件数）

299 (41) 

高さ・タイプ別内訳（カッコ内は石積擁壁、内数）

束灘区 I 589 

l m未満 1 1~2m 

6 (5) 67 (42) 

2~3m 

77 (68) 

(4) 公園の被害

神戸市の都市公園1,250箇所のう ち419箇所 (34%）が被災した。

3~4m 

61 (57) 

4~5m 

36 (36) 

5m以上

52 (45) 

被害の内容としては、 主 として石和崩壊、擁壁損傷、塗装陥没、休憩所の倒壊などが多く見られた。

表ー 9 公園の被害状況

No. 公 園 名 種別 被害額（千円） 主 要 被 害 内 容 備 考

l 中 之 町 公 圏 街区 l. 000 石碑倒壊他 仮設住宅

2 森 公 園 街区 3. 000 池護岸崩壊他

3 中 野 南 Iムヽ~ヽ 園 街区 2. 700 四阿倒壊

4 中 野 北 公 園 街区 4. 100 橋クラック、コンクリート舗装破拍 仮設住宅

5 五 反 田 公 園 街区 I. 200 園名柱倒壊

6 野 寄 I.J..ヽ、 園 街区 I. 800 シェルター基礎破担他 仮設住宅

8 長 子 ／.L＼ 、 園 街区 19.300 石栢崩壊他

， 本庄中央公園 近隣 200 モニュメント倒壊 （市民局）他 仮設住宅

10 天 神 山 公 圏 街区 lOO 側溝破損他

13 大 日 公 園 街区 1.000 フェンス転{lij他

14 青 木 ノ.J.＼、 園 街区 I. 400 ネッ トフェンス倒壊

16 五 百 地 公 園 街区 700 ネットフェンス傾倒

17 御 旅 公 園 街区 I. 000 石碑破損他 仮設住宅

18 兼 安 公 園 街区 200 コンクリートウォール破損

19 宇 柳 /.L‘ ヽ 園 街区 200 石校破損

21 神 楽 町 公 園 街区 l. 500 コンクリートウォール破損他

22 見 附 公 園 街区 200 コンクリー トウォール破拍他

23 住 吉 JII 公 園 近隣 14.600 石材舗装破損他

24 求女塚東公園 街区 4,600 石積迅裂他

25 石 屋 JII I.l..¥ 、 園 街区 275. 000 石稜破拍他 （東淮区分）

26 住 吉 公 園 街区 200 舗装破損 仮設住宅

29 校 北 公 薗 街区 2.300 石稼クラック
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No. /.L.¥. 、 園 名 種別 被害額（干円） 主 要 被 害 内 容 備 考

30 9 1 1 井 公 圏 近隣 200 園門石積崩壊他 仮設住宅

31 東 I.Lヽヽ 園 街区 l. 200 鉄棚転倒1也

33 西 浜 /ム‘、 園 街区 200 レンガ舗装破損

34 新 堀 公 園 街区 800 フェンス破損他

35 内 浜 公 園 街区 200 周辺火災の為樹木延焼

36 宝 島 池 公 園 街区 33.500 石積擁壁崩壊他

37 福 井 池 公 園 街区 27.000 石桜破捐他 仮設住宅

38 磯 島 公 園 街区 2,300 コンクリ ート ウォ ール破損他 仮設住宅

39 庄 野 公 園 街区 3,100 石積亀裂他

41 古 寺 公 園 街区 8,300 石積崩壊他

42 処 女 塚 公 園 歴史 200 スツール破損

43 山 田 公 逗l街区 1. 500 コンクリートウォール屯裂

44 甲 南 ムロ 公 園 街区 1. 400 石積尾裂他

46 小 寄 ノ.L‘ヽ 園 近隣 12,300 舗装破拍他

53 渦 森 北 公 園 街区 200 圏門破損 仮設住宅

54 東 明 公 園 街区 200 コンクリ ート擁壁亀裂他

55 十文字山東 公 固 街区 21. 700 石積忠裂、 転落

56 十 文字山中公園 街区 1. 400 コンクリ ー ト擁壁迅裂

57 十文字山西公園 街区 14. 100 石積迄裂

60 焼ヶ原南 公 園 街区 7. 600 練石積亀裂、前方へずれ他

61 赤 塚 山 公 園 風致 I. 000 石碑転倒他 （住吉学園）

62 荒神山束公園 街区 3.800 コンクリ ー ト舗装迄裂他

65 大 山 田 /L.¥. 、 園 街区 200 コンクリート擁壁亀裂

66 屋 敷 本 公 園 街区 200 コン クリ ート擁壁尾裂他

69 住吉台北公 園 街区 200 コンクリ ート舗装隆起

73 反高 林小公園 街区 200 広場陥没

78 北 青 木 I..Lヽ、 ほ］ 街区 200 皿溝破損他

79 魚崎南 町 公園 街区 2,200 コンクリー トウォール破損他 仮設住宅

81 住吉台展望公園 街区 2. 700 階段沈下他

82 田中町 西公園 街区 600 コンクリート擁壁破損他

83 魚崎中町公園 街区 4,200 石枝破損、 洗出し舗装泡裂他

84 甲 南 町 公 撹l街区 200 レンガウォール傾倒、 迅裂

87 深田池北 公園 街区 200 練石積亀裂他

89 本庄町小 公 園 街区 3.800 コンクリ ート ウォ ール跛損他

90 魚崎西町 公園 街区 200 ネットフェンス碁礎破捐 仮設住宅
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No. 公 園 名 種別 被害額（千円） 主 要 被 害 内 容 備 考

92 東 森 北 公 園 街区 1. 400 鉄棚延基礎破損他

93 浜 小 公 園 街区 200 地盤陥没、縁石プロック破損他

94 牛神前小公園 街区 200 鉄柵破担、皿溝破拍他

95 魚 崎 浜 公 園 近隣 24.300 ネ ッ トフェンス傾倒他

96 住 吉 浜 公 園 近隣 32.000 グランド液状化他

98 雨 ノ 神 公 園 街区 200 コンク リー トウォール亀裂

99 岡 本 南 公 匿 街区 8.100 石積崩壊他

100 本 山 南町小公園 街区 200 コンク リートウォール破損他

101 本山南町北小公園 街区 200 コンク リー トウォ ール尾裂

103 本 庄 町 公 園 街哀 5. 400 インターロッキング舗装破捐他

105 赤塚 山北 公園 街区 200 コンクリート舗装破損

107 庄 野 小 公 園 街区 200 コンクリートウォール亀裂、傾側

108 瀬 戸 公 歴l地区 150.000 入ロスロープ沈下他 仮 設 住宅

109 住 吉東町小公園 街区 200 鉄棚延基礎亀裂

112 西 ノ坪小 公園 街区 200 コンクリートウォール亀裂

114 上 御 影小公園 街区 4.400 レンガ舗装破損他

115 岡 本 中 公 園 街区 200 練石栖亀裂

116 深 江南 町 公園 街区 200 舗装破損他

117 本 庄町東 公園 街区 200 電柱が転倒し樹木にもたれ他

120 本 庄町 中公圏 街区 200 コンクリート ウォール破損他

121 本山北畑公園 街区 200 皿溝破損他

122 御 影 柳 公 園 街区 200 コンクリ ート擁壁亀裂

123 赤塚山小 公園 街区 900 王石積屯裂

127 向 .i羊 西 公 園 近隣 41. 100 コンクリ ート擁壁沈下 ・地下駐車場補修他 仮設住宅

128 南 青 木 公 園 街区 1. 200 皿溝破損他 マンション補修工事

130 野 寄 南 公 園 街区 1.300 石積割れ、小舗石タイル舗装隆起他

131 向 洋 東 公 匿 近隣 6.400 舗装破損他 仮設住宅

132 六 甲ア イランド公園 近隣 226. 200 全体的地盤変動

133 向洋町中 1丁目東公園 街区 200 舗装破損他

136 向洋町中 6丁 目公園 街区 200 舗装破捐

本 山 街 園 （街園） 200 コンクリートプロック積ウォ ール破捐

JR摂津本 山街園 （街園） 2. 000 レンガタイル舗装陥起、陥没他

西 谷 公 園 法面崩落他 六甲砂防と調整

六甲アイラ ンド東緑地 12.300 

六甲アイラン ド西緑地 5. 000 
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(5)道路の復旧

箆災直後は、倒壊した家屋や亀裂、陥没等によって通行に支障がでた所が多くあったが、

避難所への物資配給ルートの確保を円滑に行うため、迅速に処理された。

なお、今回の簑災は激甚災害に指定されたため、国の査定作業が 2月23日から開始され、査定が終了

した所から本格的な復旧工事が省手された。幹線道路の復旧状況は表のとおり 。

人命救助・

表ー10 幹線道路復旧状況

路 線 名 全面復旧時期

阪 神 高 速 道 路 3 号 神 戸 線 平 成 8年 10月末（予定）

阪神高速道路5号湾岸線（魚崎浜～六甲アイランド） 平 成 7 年 ll月 7 日

ハーパーハイウェ イ （六甲アイランド～高羽） 平 成 7 年 9 月 28日

国 道 43 号 3車線化を含めて平成 9年末
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また、東部第 2 ・ 3 ・ 4エ区への進入路である橋梁も大きな被害を受けた。

ある埋立地と市街地とを結ぶ重要な進入路であり、復旧作業が急がれている。

表ー11

これら橋梁は工場地帯で

橋梁の復旧予定

構造物名 復旧方法 本復旧工事中の交通処理 復旧完 了予定

深 江 大 橋 補 修 半 幅 施 工 平成 8 年 9 月

東魚崎大橋 架 替 仮 橋 平成 9年 3 月

魚 崎 大 橋 架 替 仮 橋 平成 9 年 3月

御 影 大 橋 架 替 半 幅 施 工 平成 10年 3 月

高 羽 大 栢 架 替 通 行 止 平成 9 年 3 月

(6)河川の復旧

応急復旧については平成 7年 3月までに二級河川については 6河川、準用河川については 3河川で完

了した。別表参照。

本格復旧については二級河川は平成 7年度末に完了予定であるが、準用河川は平成 8年の梅雨時まで

に完了予定である。但し、高羽川については、復旧工事あわせて治水安全度の向上を図り、災害復旧助

成事業を実施しているので、平成11年 3月完了予定である。

(7) 公園の復旧

143公園のうち89公園が被災し、その中の47公園が建設省の都市災害復旧事業の補助を受けて工事を

行っており、被害が軽微な所については、市が直営で復旧工事を行っている。

震災直後、 避難地となったことや工事が主に生活道路を優先的になされたこともあり、復旧工事開始

4月以降となった。また、仮設住宅が建設されているところについては、必要最小限の工事を行っは、

ている。

(8) 宅地の復旧

現行、私有財産制のもとでは、士地所有者が宅地の管理・保全義務を有しているため、復旧は本来、

土地所有者が自ら行うべきものとされている。

区内では被害の大きかった宅地は589宅地あったが、そのうち44宅地については応急措置を行った。

本格復旧のうち災害関連緊急急傾斜地崩壊対策事業は50宅地あり、宅地造成等規制法に碁づく災害工事

の届け出は121宅地である（平成 8年 1月現在）。
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表 ー12 河川 災害復旧状況

番 号 管理者 河 !II 名 位 置 被災伏況 応急仮工事 本 工 事 災害査定

（二） 束 灘 区 L=62. 5m 石枝25rrr 2次

I 兵庫県 高橋Jll 護岸崩壊

深江北町 (12) 

（二 ） 東 灘 区 L=159. Sm 石積 486rrf 2次

2 兵庫県 高 橋 川 護岸崩壊 土のう設置 （完了 ） 橋梁 1橋

本 庄 町 (13) 

（二） 東 灘 区 La288.0m 目地補修 11箇所 3次

3 兵庫県 高 橋 川 暗渠目地打ち 目地充墳 106m

南 森 町 (93) 

（二 ） 東 灘 区 L=50. Om 10ック積 150 rrf 7次

4 兵庫 県 要玄寺｝II 護岸崩壊 コンクリート擁 壁14m'

本 山 南町 (281) 

（二） 東 灘 区 L=l83.8m 石積 778nf 2次

5 兵庫 県 要玄寺）II 護岸崩壊 土のう設磁 （完了）

本山中町 (14) 

（二 ） 東 灘 区 L=200. 5m L型擁壁護岸376.5m 4次

6 兵庫 県 天 上 川 護岸崩壊 矢板工 385m

魚崎南町 (184) 

（二） 東 灘 区 L=103.3m 1a7ク積 377吋 2次

7 兵廊 県 天 上 JII 護岸崩壊

魚崎南町 (15) 

（二 ） 東 灘 区 L=lll. 7m 石積63rrf 2次

8 兵庫 県 天上）II 護岸崩壊 JンがJ4擁壁 125面

魚崎中町 (16) 

（二） 東灘区 L=129. 6m プロック積 295nf 2次

， 兵庫 県 天上JIl 謹岸崩壊 カ'-Fv-）ぷ設遣86m

甲南町 (17) 

（二 ） 東 灘 区 L=97. 3m プロック積 392m' 2次

1 0 兵庫 県 天上 JII 護岸崩壊 Ji-Fレール設置 117m 

田 中 町 (18) 

（二） 東 灘 区 L=l49.8m 石 積 121nf 2次

l l 兵庫 県 天 上 川 護岸崩壊 ガードVール設道28m

岡本 (19) 

（二 ） 東 灘 区 L =65. 011 石積67nf 2次

l 2 兵庫 凜 西天上 川 護岸崩壊

岡本 (20) 

（二） 東 灘 区 L=85. 511 石積77nf 2次

1 3 兵庫県 西天上）II 護岸崩壊

岡本 (21) 
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番 可Cコ 管理者 河 )I/ 名 位 四 被災状況 応急、仮工事 本 工 事 災害査定

（二 ） 東 灘 区 L=302. 3m 石積l14m' 2次

1 4 兵庫県 西天上川 護岸崩壊 Jンクリート擁壁109m'

岡本 (22) 

（二） 東 涯 区 L=140.0m 石積99nf 2次

l 5 兵庫県 住吉）II 護岸崩嬢 パうぺ叶30m

魚崎南町 (23) 

（二） 東 灘 区 L=48. 5m 石積l22 ni 2次

l 6 兵庫県 住吉:川 護岸崩壊

魚 崎南町 (24) 

（二） 東 灘 区 L=264.0m 石 積286ボ 2次

1 7 兵庫県 住吉川 譲岸崩壊 クうり卜工597ni 

魚崎南町 (25) 

（二） 東 灘 区 L二 111.2m 石積201ポ 2次

1 8 兵庫県 住吉川 護岸崩壊

魚崎中町 (26) 

（二 ） 東 灘区 L"377. 5m 石積2,697面 2次

l 9 兵庫県 住 吉 川 護岸崩壊 土のう設図 （完了）

魚崎北町 (27) 

（二 ） 束 灘 区 L=127.6m 石積346nf 2次

2 0 兵庫県 住 吉 川 護岸崩壊 3ンが1ート擁壁127nf 

西 岡 本 (28) 

（二 ） 東 灘 区 し＝481.Om 石稜1.646面 2次

2 l 兵庫県 住吉川 護岸崩壊

西 岡 本 (29) 

（二） 東灘区 L=88. Om 石積313m' 2次

2 2 兵庫県 住 吉 川 護岸崩壊 土のう設置 （完了 ） クうりにエ597吋

西 岡 本 (30) 

（二 ） 東 灘 区 し＝669.0m 暗渠打換64m 3次

2 3 兵庫県 西瀬川 暗 渠打換 目地仮補修 （完了 ） 目地充填194m

住 吉 南町 (94) 

（二） 東 灘 区 L=l. 025. Om 暗渠打換67m 3次

2 4 兵庫県 西 瀬 川 暗 渠打換 目地充虞117m

住吉本町 (95) 

（二 ） 東 灘 区 L=l44. Om 石稜263nf 2次

2 5 兵庫県 天神）II 護 岸崩壊

御影石町 (31) 

（二） 東 灘 区 L:407. Om 石積935rrf 2次

2 6 兵庫県 天 神 川 護岸崩壊 床 板51rrf 

御影石 町 (32) 
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番 号 管理者 河 JII 名 位 置 被災状況 応急仮工事 本 工 事 災害査定

（二） 東 灘 区 L=93. Om 石 栢 1631rl' 2次

2 7 兵庫県 天神/11 護岸崩壊

御影中町 (33) 

（二 ） 東 灘 区 1,=358. Om 石校764ボ床版5l面 2次

2 8 兵庫県 天 神 川 護岸崩壊 プロック積 139面

御影中町 (34) 

(二） 東 灘 区 L=40. Om 陥没路面 目地充填 4箇所 4次

2 9 兵庫県 天 神 川 暗渠目地充頃 舗装復 l日 （完了 ）

（新川 ） 御影本町 (185) 

（二） 東 灘 区 し＝50.Om 石秩307面 2次

3 0 兵庫県 石屋JII 設岸崩壊

御影塚町 (35) 

（二） 東 灘 区 L=lO. Om コンクリート擁壁34nf 2次

3 I 兵庫県 石 屋 川 護岸崩壊

御影塚町 (36) 

（二） 東 灘 区 し＝12.Om 石積362面 2次

3 2 兵庫県 石屋JII 護岸崩壊

御影塚町 (37-0) 

（二） 束 灘 区 L=30.0m 石 校255!lt 2次

3 3 兵庫県 石 屋 川 護岸崩琺

御影塚町 (37-l) 

（二 ） 東 灘 区 L~130. Om 石 積704面 2次

3 4 兵庫県 新田JII 護岸崩壊 ガードVール設沼67m

御 影 町 (43) 

（二） 東 灘 区 L=lO. Om プロック積51rel 2次

3 5 兵庫県 新 田 川 護岸崩壊

御 影 町 (44) 

（二 ） 東 灘 区 L=33. 3m 鋼矢板42枚土抵25面 3次

3 6 兵庫県 高羽｝ii 護岸崩壊 土留エ4.11 

御影塚町 (96) 

（二） 東 灘 区 L=67. 6m 鋼 矢 板 154枚 3次

3 7 兵庫県 高羽川 護岸崩壊 土留エ14t 土淡 5nf 

御影塚町 (97) 

（二） 束 灘 区 L=55. 2m 鋼矢板護岸55.2m  5次

3 8 兵庫県 高羽JI! 護岸崩壊

御影塚町 (274) 
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匡l山閻部の被害

六甲山系は地質が風化花岡岩で崩壊しやすく、 地形的に梨雨にともなう地滑り、 崖崩れなどによる被

害を受けやすい。

なお、

したがって、 これまでにも、 しばしば災害に見舞われている。

裳災直後から国・県・市が、地滑り危険箇所、急傾斜地崩壊危険箇所、土石流危険渓流などの調査を

行い、危険度に応じたランク分けをしている。区内の山麓部の緊急を要する被災箇所の対応状況と二次

災害の予想される緊急性のある民有宅地急傾斜地崩壊対策事業箇所は表ー1・ 2のとおり 。

二次災害の発生が予想される箇所図が、 6月15日発行広報こうべ臨時号（東灘区） で掲載され

ー
．
東
灘
区
内
の
被
害
状
況

るとともに土木事務所 ・消防署・区役所で詳細地図の閲党が行われた。

次のとおりである。

二次災害の意義・公表の目的は

表ー 1 東灘区 緊急を要する被災箇所（山麓部）の対応状況

事 業 箇 所 対 応 状 況 事業主 体

1 
本山町北畑 鋼製ダム 1基

保久良鋼製枠堰堤 平成 8年 1月末完成予定

2 
野寄八輌場 鋼製ダム 1基完成

十文字鋼製枠堰堤 コンクリートダム完成

3 
住吉山手 9丁目 床固エ 1式、本堤工 l式

焼ヶ原堰堤 平成 8年 3月末完成予定

4 
森北町地先（麻橋川）

施設補修完成
建設省

稲荷堰堤 六甲砂防工事事務所

法面エ 1式、流路工 l式

5 
住吉山手地先 平成 8年 3月末完成予定

西谷/1l護岸工 （渦森椎上流側）
渦森橋下流側は平成8年度末完成予定

6 
本山町岡本

除石エ l式完了
二楽上流堰堤

平成 7年度

法枠工

抑止杭エ (55本）

西岡本 6、 7丁目
集水井エ (2箇所）

兵庫県
7 （ヘルマンハイツ） 平成 8年度 神戸土木事務所

法枠工

擁墜エ (100m)

アンカーエ (300本）

排水ポーリング (50本）

8 住吉山手 9丁目 法枠エ（枠内原層基材吹付）
神戸市河川砂防課

10月完成

， 本山町岡本
谷止エ 1式完成

水晶第 2

10 
本山町岡本扇山 谷止エ 1式

扇山 平成 8年 3月完成予定 兵庫県

11 
住吉台 土留エ、法切エ、法枠工 六甲治山事務所

エクセル住吉台 平成 8年 1月末完成予定

12 
住吉山手 6丁目 法枠工 l式

白餞美術館 11月末完成

2? I 



表ー 2 東灘区民有宅地急傾斜地崩壊対策事業

事業箇所の所在地

住吉山手8丁目 17

住吉山手8丁目 14

岡本 7丁目16

岡本 7丁目16（宝蔵マ ンション）

御影山手 3丁目17

鴨子ヶ原 3丁目28（下）

匹子ヶ原 3丁目28（上）

住吉山手 7丁目 5

住吉山手4丁目13

森北町6丁目 4

住吉山手 5丁目16

住吉山手8丁目10(-16、-13)

住吉山手 8丁目18(-7、-3)

住吉山手 9丁目 3

森北町 6丁目 l

住吉山手 4丁目 17 

森北町6丁目 4-53 

17箇 所

(1) 二次災害の意義・ 公表の目的

① 二次災害とは

宅 地 数

4 

4 

1 

3 

3 

4 

l 

5 

4 

7 

2 

4 

5 

2 

7 

6 

1 

63 

ア．阪神・淡路大捉災によ り、神戸市内は大きな被害をうけた。

備 考

また、市内の背後に連なる六甲山系は、風化の進んだ非常に崩れやすい花尚岩で形成されてい

る。

このため、 大雨が降った場合には各所に山崩れや崖崩れが発生しやすく、今までにも昭和13年、

昭和42年の大災害をこうむった苦い経験をもっている。

ィ． 一度、災害が発生した場合、自然の猛威から財産を守ることは、きわめて困難なことである。

災害からまず守らなければならないことは、尊い人の生命である。

二次災害とは、地震による被災箇所が大雨等によ って、さらに拡大し、尊い人の生命を奪うこ

とをいう 。

ウ．特に、山駕部では、目に見えて崩れている場所は危険性が判断できますが、そうでない場所は

斜面がどのような状態になっているかわからないので、大雨の時には不安定な斜面が崩壊し、 ニ

次災害が発生するかもわからない。

工．また、河川、道路、宅地被害、雨水幹線、ため池で地箆により被災 している箇所は大雨による

二次災害の発生が危惧されている。

オ．まず、どのような事態になっても、自らの命を自らが守るという、日頃からの心構えをも って

いただき、勇気をもって避難していただけるようお願いする。

② 公表の目的

ア．六甲山系は、風化の進んだ非常に崩れやすい花尚岩で形成されている。

このため、大雨が降った場合には各所に山崩れや崖崩れが発生しやすく、今までにも、昭和13

年、昭和42年の大災害をこうむった苦い経験をもっている。
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さらに、 この度の阪神・淡路大捉災により、地盤の緩みや施設の被害のため、

として、河川、道路、宅地被害、雨水幹線、 ため池においても二次災害の発生が危惧されている。

イ． このため、今後、発生が危惧される梨雨等による土砂災害を始めとした、

山麓部をはじめ

二次災害に備えるた

め、予想される危険箇所を公表することにした。

地域の皆様に危険箇所について、認識していただくともに、災害が予想される時の避難など、

日頃から心構えを持っていただき、被害 を最小限度にくいとめたいという主旨で、公表したもの

である。
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ウ．危険箇所の周知を図り、 日頃から大雨等の気象情報に十分注意するなど、 二次災害に備える心

構えを持っていただくようお願いする。
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